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正多角形から折るバラ 
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要旨 

 さまざまな形の正多角形の折り紙からバラを折るために、まず正方形から正多角形を切り出す方法

を調べた。正多角形の中心角の大きさが分かれば、任意の正多角形を切り出せることが分かった。 

次に、正五角形から折る基本の佐藤ローズの折り方は、他の正多角形にも適用できるかを調べた。

正三角形、正方形、正六角形は折ることができた。正七角形は折り方にしたがって折ることができた

が、バラの中心部が長くなり、見た目がバラらしくならなかった。 

 

本文 

１．背景 

 佐藤ローズという折

り紙のバラがある。佐

藤直幹さんが考案した

バラであり、一般的に

は正方形や正五角形の

折り紙から折る方法が

知られている。 

私たちは正五角形の佐藤ローズの折り方が、

他の図形にも適用できれば様々な形のバラが作

り出せるのではないかと考え、研究を行った。 

 

２．目的 

①正方形の折り紙から任意の正多角形を切り出

す方法を調べる。 

②正五角形の佐藤ローズの折り方はほかの正多

角形にも適用できるのかを調べる。 

 

３．用語説明 

・中心角…正多角形の中心からそれぞれの頂点

に向かって引いた線、(または中心か

らそれぞれの辺への垂線)によって、

正多角形の中心にできる角を中心角

ということとする。正五角形の場合

は 72°である。 

 

 

・切り出す…一枚の折り紙を折り、重ねたまま 

一か所を切ること。それを開くと

対称な図形ができる。 

 

４．仮説 

①正多角形を切り出す際の折り紙の折り方には

法則性がある。 

②正多角形の角の数を変化させるとバラの形に

は違いが出る。 

 

５．使用した器具・装置など 

・折り紙（15㎝×15㎝） 

・ハサミ 

・定規 

 

６．研究・実験の手順① 

正三角形、正五角形、正六角形を切り出す方

法が正しいことを数学的に証明し、折り方の法

則性を見つける。 

 

●正三角形  

〈折り方〉(図 1参照) 

① ADと BCが重なるように半分に折り、開く。 

② Dが①の折り線に重なるように折り、開く。 

③ EFで半分に折り、EC に沿って重ねて切る。 
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〈図 1〉正三角形を切り出す際の折り方 

 

[証明] 

正方形の一辺の長さを 2とする。DC=D′C、

MC=1、∠CMD′=90°より△D′CM は

MC:D′C:D′M=1: 2: √3の直角三角形である。 

よって ∠MCD′=60°であり、        

折り返した角なので ∠MCE=∠ECD′=30°、 

∠ECB=90°－∠ECD=60°である。 

反対側も同様に考えて ∠EBC=60°である。 

したがって△EBCは正三角形である。 

 

●正六角形 

〈折り方の概要〉  

 折り紙を正方形になるように 4つに折り、そ

れぞれで小さい正三角形を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈図 2〉正六角形を切り出す際の折り方 

 

 

[証明] 

△AGFと△BGC は合同な正三角形なので 

∠AGF=∠BGC=60°より∠AGB=60°。 

AG=GBより△AGB は二等辺三角形なので 

∠BAG=∠ABG=60°。よって△AGB は正三角形であ

る。同様に考えて△EGDも正三角形。 

したがって六角形 ABCDEFは正六角形である。 

 

●正五角形 

〈折り方〉(図 3、4参照) 

① 折り紙を半分に折る。  

② HGで半分に折って開く。 

③ AをGから用紙の一辺の長さの 4%上にずらし

たところ(I)に合わせて折り、開く。 

④ AHがBGに重なるように折り、開く。 

⑤ ③と④の交点をFとし、CがFに重なるように

折る。(図 4) 

⑥ ∠C′KJを二等分するようLKで折る。 

⑦ ⑥で作った角に合わせ∠BKJを三等分する。 

⑧ 重ねたままC′Lで切る。 

  

 

 

〈図 3〉正五角形の切り出しの折り方と補助線

〈図 4〉正五角形の切り出しの折り方 
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〈図 5〉切り出される正五角形と折り図 

[方針]  

正五角形を作るには、<図 5>の中心角xを 72°

にする必要がある。用紙を折るとき、<図 3>のIG

を用紙の一辺の長さの 4％開ける必要がある。そ

うすることで 72°に近づけることができ、より

正確な正五角形を作ることができる。  

[証明] 

三角形の相似より(図 5参照)、〈図 3〉の  

∠CFE=72°であればx=72°となる。∠CFE=72°

にするために隙間を 4％にすればよいことを証明

する。折り紙の一辺の長さを 4とする。

∠CFE=72°とするとFE=1より

EC=tan∠CFE=tan72°≒3.078。 

よってBE=4-3.078=0.922となる。 

∠EBF=θとするとtanθ=
1

0.922
より θ=47.334。 

∠HBG=45°だから∠FBH=αとおくと 

α＝θ-45°=2.334°である。    

折り返した角なので、∠I′BG=βとすると

2α=β。よって 

β＝4.668°、すなわちsinβ=0.081となる。 

直線BIと線分GHの交点をI′とおくと開ける隙間の

大きさはGI ≒ GI′である。 

sinβ=
𝐺𝐼′

2
=0.081よりGI′=0.162。 

一辺の長さが 4なので、一辺の長さに対するGI′

の長さの比は
0.162

4
=0.0405≒0.04。 

よって 4％の隙間を開ければ、x=72°である。 

 

７．結果①  

正三角形と正六角形の切り出し方は、 

1：2：√3の比を用いて証明することができた。 

正五角形の切り出し方は、中心角 72°のタン

ジェントの値と、折り紙の一辺の長さとの比を

用いて証明することができた。 

 

８．考察①  

切り出したい正多角形の中心角の大きさxが分

かれば、tanxの値を用いて正多角形を切り出せ

る。 

 

９．研究・実験の手順②  

正三角形、正方形、正六角形、正七角形から

正五角形の折り方を応用してバラを折り、完成

したバラの見た目や折り図の違いを調べる。 

今回の研究では「正五角形の佐藤ローズの折

り方に従って正多角形の紙を折ったもの」をバ

ラと定義する。 

 

１０．結果② 

〈図 6〉完成したバラ 

正三角形 正方形 

  

正五角形 正六角形 

  

正七角形（上から） 正七角形（横から） 
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〈図 7〉正五角形の折り図 

〈図 8〉正六角形の折り図 

 

〈図 6〉にあるように正 n角形の n=3、4、6、7

の場合は正五角形の折り方に従って折ることが

できた。 

 n＝8 のとき、折り線をつけることはできたが、

紙の重なりが多くなりバラの形まで折ることが

できなかった。 

 

１１．考察② 

 〈図 7〉、〈図 8〉を比べてみると、それぞれの角

で同じ折り方をしているので、理論上は正 n角形

の nの値が何であってもバラを折ることができる

のではないかと考えられる。 

 正七角形から折ったバラは花弁が小さく中心

部分が長くなってしまい、完成品はバラといえる

のかという疑問が生まれた。 

 

１２．結論 

・切り出したい正多角形の中心角の大きさがわか

れば tanxの大きさから任意の正多角形を切り

出せる。 

・正三角形から正七角形までは佐藤ローズの正五

角形の折り方でバラを折ることができる。 

・バラの定義を「正五角形の佐藤ローズの折り方

に従って折ったもの」としていたが、それでは

見た目がバラらしくないものが出てきたため、

定義の見直しが必要だ。 

 

１３．展望 

・完成したバラの花弁と中心部分の長さの比など

から新しくバラの定義を設ける。 

・佐藤ローズの折り方を参考にし、正ｎ角形の 

ｎ≧7 のときでも、バラに見えるような新しい

折り方を見つける。 
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